
高等学校

平 成9年 度

教 育 研 究 員 研 究 報 告 書

國

東 京 都 教 育 委 員 会



目 次

I

H

皿

1

り
6

主題設定の理由

研究の経過

研究の視点

主題に対する基本的な考え方

研究の進め方

IV指 導事例

1

2

りδ

4

【
∂

ρ0

指導事例1

指導事例2

指導事例3

指導事例4

指導事例5

指導事例6

衣服と自己表現

自立 した食生活と消費生活における購入の在り方を考える

夫婦別姓一ロールプレイディベートを通じて現代の家族を考える

地球温暖化について理解し、ライフスタイルを見直す

人間の暮らしと住環境について考える

住まいと家庭生活一ライフスタイルの実現を目指して

V研 究のまとめと今後の課題

1

1

2

2

4

5

5

8

1

【
」

0
0

1

4

1

1

1

り
6

9
9

平成9年 度

教 育 研 究 員 名 簿

学 校 名 氏 名

都 立 日比 谷 高 等 学 校 小 高 さ ほ み

都 立 城 南 高 等 学 校 境 野 み く り

都立田園調布高等学校 梶 原 恵 美 子

都立 目黒 高等学校 笹 間 真 由 美

都立青 山高等学校 佐 々 木 あ や 子

都立池袋商業高等学校 村 岡 千 賀 子

担当 指導部高等学校教育指導課指導主事 清水 ゆかり



研究主題 自己決定能力を高め、豊かな人間性をはぐくむ家庭科の指導の工夫

1主 題 設 定 の 理 由

現在、我が国で は ものや情報があふれ、物質的には豊かな社会 とな ったが、反面、人や自

然 とのかかわ りが少な くな り、人間関係の希薄化が言われて久 しい。そ して、 この ことは家

庭生活のみ な らず 、高校生の生活に も大 きな影響 を与えて いる。

生徒は、 ものや仲闇 との情報交換に敏感であ り、皆同 じよ うな姿を して、同 じ行動を とり、

没個性にな っているとは気付かず、それが正 しい ものであ り、 自分の意思決定であ ると考 え

ている様子 が うかがえ る。 また、仲間同士で は意志 の疎通が図れて も、異 なる世代の人 々や

地域の人 々との交流が ほとんどないため、他人を思 いや り、広い視野 を もって物事 を推 し量

る ことがで きず 、 自分 とその仲閤た ちとの狭 い価値観で物事を判断 し、決定 して いくという

場面 も多 く見受 け られ る。

第15期 中央教育審議会は、Fゆ とり」の中で 「生 きるカ」を は ぐくむ ことを提言 した。

生 きる力 とは、 自ら学 び、 自 ら考え、主体 的に判断 し、行動 し、よ りよ く問題を解決する能

力で あ り、 また、 自らを律 しつっ他入 とともに協調 し、他入 を思 いやる心や感動す る心 など

の豊かな人間性 の ことで ある。生 きる力をは ぐくむためには、学校 ・家庭 ・地域社会が連携

してい くとともに、学校教育において生 きる力の育成を重視 した教育を推進 して い く必要が

あ る。

高等学校 家庭科 では、家庭生活の充実向上 を図 る能力 と主体的、実践的態度を育成する こ

とを 目標の一つ と している。変化の激 しい時代 にあ っては、常 に 自分で価値判断で き、意欲

的、創造的 に生活で きる能力 と態度 を育成す ることが必要だか らであ る。 しか し、生徒は現

在の 自分が まず大切であ り、将 来を考え、学ん でいこ うとす る姿勢を もたせ ることが難 しく

な っている。

そ こで、本年度の教育 研究員 は、人 や環境 とのかかわ りの中で豊かな人間性をは ぐぐむ と

ともに、生活の申で体験する様 々な場面 において、自分 自身で考 え、判断 し、意思決定 して

い く力を高め る指導内容 ・方法について研究する ことに した.

1研 究 の経 過
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研究主題の設定、研究計画 ・方法の協議

研究内容 ・方法の協議

研究内容の協議、御岳合宿の準備

御岳合宿(研 究内容に関する協議、

研究授業の内容検討)

授業指導案の検討

研究内容 ・報告書原稿の検討

研究授業(城 南 ・池袋商業)

1一

11月 研究報告書原稿検討 。読合せ

研究授 業(目 黒 ・日比谷 ・青山 ・

田園調布)

12月 最終原稿の読み合わせ

1月 研究発表会の準備

2月 研究発表会



皿 研 究 の 視 点

1主 題 に対す る基本的な考え方

今 日、社会の変化 は急激であ り、地球環境 汚染の問題 か ら暮 らしに直結す る日常の問題 に

至 るまで、これまで に習得 した知識だ けでは解決す ることが難 しくな ってい る。私た ちは、

確実な座標軸を もちえ ないまま、自分で情報 を収集 ・判断 し、 自己決定 していか なければな

らない時代 に生 きて いる。

生徒 は これ までに小 ・中学校 において様 々な学習を積 み重ねて きた。 しか し、 これか らの

人生を切 り開 いてい くには、生徒が 自分で問題 を発見 し、考え、判 断 し、 自 らの生 き方 に照

らし合 わせ なが ら、 それを解決 してい くことので きる能 力や資質が必要であ り、それ らを育

成す ることが学校教育 に求め られ ている。

家庭科 は生活 に直接結 びつ く内容 を取 り扱 い、 自立 した生活者を育成す ることを 目標 と し

てい る。 これか らの人生 や 日常 の生活の中で起 こる様 々な事柄 と関連 させて、 自分で考え、

決定 してい く能 力を高め ることは、 目標を達成す るうえで不可欠であ る。 また、人 と人 との

っなが りや 自然 と人 とのかかわ りについて考え、共 に生 き、支えあ う連帯の視 点を育成す る

こと も重要 である。そ こで、自己決定能力を高め るとと もに豊かな人間性を は ぐくむ指導 に

ついて考 えてみた。

(1)自 己決定能力 と自己教育力

自己決定能 力とは、あ らゆる情 報の中か ら、 自分に とって必要な ものを選択 ・整理 し、主

体 的に判断 し、自分 の意志で決定す ることがで きる能力の ことを言 う。 自己決定能力の育成

は、自己教育力を高め、 自己実現 していける学 びの力を高め ることと深 くかかわ る。図1に

指導の構成にっ いて まとめてみた。

自己学習能 力 とは、た とえ一人で も学習す ることがで きる能力の ことであ り、基礎的な学

習能力であ る。 それを基本 として、 いろいろな学 びの様式 を身に付 けることによ り、生徒の

自己教育力は高ま り、 さらに将来の 目標に向か って生徒 自身が歩 もうとす る活力、即 ち自己

実現 の力へ と高ま って い く。その過程の中で 自己決定能力 も高 まって い くと考え た。

教 師 の 役 割

1生 徒の興味・関心を引き

出す教材の選定

2学 習課題における認識の

徹底と問題意識の把握

3必 要な情報提供と助言

4自 主的な学習活動の確保

5決 定内容の意志確認

自己学習能力

自 己 教 育 力

自己実現への力

(基礎を築く)

授 業

(力が備わる)

授 業

(活力を生み出す)

自

己

決

定
ヒ
ヒ
ム
日
尉

力

図1自 己学習能力 ・自己教育力と自己決定能力
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自己決定能力を身 に付けて い く過程で欠 かせ ないことは、 「考え る」 という行為であ る。

考 えることは、問題解決のため に集中 している姿であ り、 自己の価値観 を形成するための迷

いの姿であ るともいえ る。 この集中→迷 い→価値判断→決断 とい う一連の経験の積み重ねが、

自己決定能力をは ぐくむ上で重要であ る。

また、その決定が独 りよが りの もの とな らないよ う広 く社会 に目を向け、社会 の一員であ

るとい う認識 を生徒に もたせ るとともに、 自 らの行動が周囲の人 々に与え る影響 につ いて も

考え させてい く必要がある。

(2)豊 かな人間性 について

中教審答 申で は、 「自らを律 しつつ、他人 とともに協調 し、他人を思 いやる心や感動 す る

心 」を豊か な人間性 と定義 し、生 きる力を構成す る要素の一っ と している。また、美 しい も

のや 自然 に感動す る心 といった柔 らか な感性、人権 を尊重する心、他人を思いや る心や優 し

さ、相手の立場にな って考えた り、共感す ることので きる温か い心 、ボラ ンテ ィアな ど社会

貢献 の精神 も生 きる力を形作 る大切 な柱 と している。 このよ うな豊か な人間性 は、各教科 の

あ らゆる教育活動を通 じて充実 を図 るべ きであ るが、その際、家庭や地域社会 と連携 して体

験 的な活動を充実す る必要が ある。

家庭生活を中心 に豊かな人間性を は ぐくむ構造 にっいて、図2の よ うにまとめてみた。

豊かな人間性 は、家族 ・友人 ・地域の人 々など自分を取 り巻 く人 々との関係、生活環境や

生活経験、知識や技能の習得な どを通 しては ぐくまれてい く。また、人 とのかかわ りの中で、

相違を認め、相互の価値観を尊重 し合 うことによ り、他人 と協調 し、他人 を思 いや る心 をは

ぐくむ ことがで きると考える。

團
自然 産業

経済 住居

福祉

知識 ・技能の

習得

学校 家庭

地域社会

生涯学習

<斗
＼
/

豊 か な 人 間 性

他人と協調し、他人を思いやる心

感動する心 など

/
＼

ζ〉
「

人 間 関 係

国
家事 育児

趣味

地域活動

家族 友人

地域 職場

通信ネットワーク

図2豊 かな人間性をはぐくむ要因
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2研 究の進め方

(Dラ イフコースにおける自己決定場面

人 間の一生 は船の航路 にた とえる ことがで き、 こうした人生航路 を ライフコース とい う。

ライフ コースの中には自己決定を しなければな らない場面が多数あ る。高校卒業後 の進路の

決定、親か らの独立、結婚等、人生 の重大なで きごとか ら、社会参加 、 日常の消費生活 にか

かわ ることまで、 自分で考え、選択 し、決定 して いかねばな らない事項 を図3に ま とめてみ

た。 これ らの選択 ・決定 には、各 自の もつ職業観、結婚観 、家族 ・家庭観、生活価値観 など

が重要な役割を果たす。変動の激 しい時代 の中で、流れに押 し流 され ることな く人生 を送 る

ためには、生徒に 自分 自身の価値観 を確立させ、 自分で決定で きる能 力を高めてい くことが

重要であ る。

(2>指 導計画作成上の工夫点

ライフコースの様 々な場面 におけ る自己決定能力を高め るには、生活の中か ら課題 を発見

し、知識や情報を収集 ・選択 し、考 え、判断する という過程 を学習の中に取 り入れ、それを

繰 り返 し行 ってい くことが必要であ る。そ こで、指導計画を立て るに当た って は、生徒が 自

分で意思決定 し、それ を表現す ることがで きる場面を設定す るよ う工夫 した。

また、豊か な人間性 をは ぐくむには、家庭 や地域社会の人 々、生活環境 とのかかわ りに気

付かせ ることが大切で あ り、地域 における調査 や ロールプ レイ ング等の体験活動を通 して学

習す る ことが有効である と考えた。

以上 を基本 に、生徒の現在 の 日常 生活の中で の意思決定 を取 り扱 う事 例(事 例1、2、

4)、 ライフ コースにおける意思決定 を取 り扱 う事例(事 例3、5、6)を 考案 し、授業実

践 した。

友 人

囲 盤簿鎧 灘

ライフスタイルの選択

進 蹉

進学 何(学 問・技術な

ど)を どこ(大 学
・専門学校など)

で学ぶか

就職 どこ(企 業・公共

団体など)で どん

な仕事をしたいか

家 族

・どこに住むか

・何を食べるか

・何を着るか

経済生活の基盤をどう

するか

拳i圭機 参 カロ

職業労働

地域活動

ボランティア活動

生涯学習・趣味

繕 蟄轡

配偶者の選択

結婚形態
・同居・別居

・姓をどうするか

家事分担

個 人

難 族

子ども
・人数 ・男女

・出産時期

・育児方針 ・教育費

親の扶養や介護をどう

するか

老 筏 の7

誰とどこに住むか

経済基盤をどうするか

介護を誰に頼むか

葬式の形態

どこの墓に入るか

ナ也 域 社 会

図3ラ イフコースにおける自己決定の例 と個人 を取 り巻 くもの
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N指 導 事 例

1指 導事例1衣 服 と自己表現

(1)題 材設定 の理 由

デザ イ ン ・価格 ・品質 などにお いて多様 な衣 料品が豊富 に出回 り、 自分 な りの選 択基準

を もつ ことが難 しくなっている。生徒 は、女子高生のルーズ ソックスに同 じブラ ン ドのセー

ター、そ して ミニの プ リーツスカー トの姿 に見 られ るように、 ファッシ ョン雑誌やテ レビの

影響を強 く受 け、本 人は主体的に衣服を購入 し着用 してい るっ もりで いるが、実際に は流行

に追 いかけ られ て衣服を選択 している。

そ こで、街頭 を行 き交 う人 々の服装 の観察 を通 して、服を着 るとい うことの意味や 自己表

現の手段 と しての衣服について考 えさせ、主体的 に衣生活を営む ことので きる力を育成する

ために、 この題 材を設定 した。

(2)学 習 目標

ア 人 と衣服 とのかかわ りを理解する。

イ 衣服 の もつ社会的機能 につ いて理解す る。

ウ 流行の現 象に 目を向け、 自己表現 としての衣服 の在 り方 につ いて考え る。

(3)全 体計画6時 間

圏
馴

=

布で体を包み込む 一 枚の布を使い
、いろいろに体を包み込む こ

とを通 して、衣服の形態 につ いて理解す る 1時 間

i
l人 はなぜ、衣服を着 るか 衣服の起源、衣服の役割を理解する 2時 間

題

の

追

究

ま

と

め

街頭 ウ ォッチ ング:街 を歩 く人 々の服装を観察 す る

・人 々の服装か ら年代による着装の違いを知 る

・素敵だな と思 う人にイ ンタビューを してみる

・班 ごとに観察 内容を簡潔 にまとめる

課外活動

(班単位で実施)

自分 らしい服装とは:街 を行き交 う人々の服装を観察 した結果を

班ごとにまとあ発表する。衣服の持つ自己

を表現する役割について考える

自分を表現する服装を考える 布や紙を使って自分に似合う

衣服をデザインする

1時 間

(本時)

2時 間
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(4)対 象1年4組40名(男 子20名

(5)授 業の展開(本 時1時 間)

女子20名)

区

分

導

入

5

展

開

40

ま

と

め

5

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

○本時の学 習内容 を確認す る。i・ 本時の学習 内容 と発表順 、時間を説

明す る。

○街頭 ウ ォッチ ングの結果を発

表す る。

・各班 ごとに観察を通 じて感

じた ことを発表す る。

・発表 を聞いて、 ワークシー

トにまとめ る。

○光野桃 さんの ファッションに

っいてのエ ッセイの抜粋を読

み、着装 につ いて考え る。

・各班の ポイ ン トをまとめた画用紙 を

前 に貼 り、発表 させ る。
1 ・街頭 ウ ォッチ ング時の写真を回覧す

る。

・人それぞれに 自分 なりの選択基準を

もっ ことの大切 さに気付かせ る。

・各班 の発表 とエ ッセイか ら自己表現

1と しての衣服の在 り方を考え させ る。

○ ワークシー トを完成する。

○ 次回授 業の内容を知 る。

・エ ッセイを読んでの感想 を次回まで

の課題 とす る。

・ワー ク シー トを集 め る。

・次 回授 業 の連 絡 を す る。

備 考

一シク

布

一

配

ワ

ト

マグネ ッ ト

画用紙

プ リン ト

配布

⑥ 評価の観点

ア 発表内容が分 か りやす く簡潔 にまとめ

られて いるか。

イ 街頭 ウ ォッチ ングの課題に意欲的 に取

り組め たか。

ウ 衣服の もつ 自己表現の役割につ いて理

解で きたか。

工 流行 に振 り回 されず 、自分 らしさを表

現す る衣服選択の大切 さに気付いたか。

(7)生 徒 の感想

ア 「好 きな服」 とい う理 由で選んでいる

翻
◎
遭
》
秘

と思 われる人 も多 くいたが、大人や仕事中の人は機能性を考え ていることが分か った。

イ 観察 を して気付いた ことは、 自分の個性が出ていて なおかっ流行 に乗 って いれば良 いと
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い う思いが若い人の中で は大 きく、服の品質等をあ まり気 に しない ことである。その点、

大人の人は、素材 を良 く見極 めて生活 してい くのにふ さわ しい服 を選んで いる。

ウ 女性はいろいろな種類の服を着 ることがで きるが、男性 は着 るものが限 られて しまって

いるよ うに感 じた。

工 個性的な服の人 もいたが、同 じ様 な格好を して いる人が多か った。 フ ァッシ ョンを楽 し

む な ら"キ ラ ザ と個性 が光 るものが良い と思 った。

オ や はり清潔が一番、だ らしない格好をせず 、見 る人 も着 る人 も気持 ちの良い服装が一番

良 いと、今回の観察で実感 した。

(8)考 察

ア 本校に近 い青山、原宿、渋谷 とい った若者 の集 まる場 所で観察を した班が多 く、異 なる

年代 によ る着装の違 いを観察で きなか った生徒 もいた。また、こ うしたフ ァッシ ョナブル

な場所での観察のため、どう して も目は同年代の人 に向け られが ちであ った。観察場所 を

限定 して もよか った と思 う。

イ 個性的な着 こな し方 の人を観察で きた反面、流行 の服を着 て同 じ様 な格好の人が多 い こ

とが各班の発表か ら分か った。個性 的な着 こな しは、流行の服 を着 ることで はない と思い

っっ、流行を無視で きないで いる自分 も含めた若い世代の着装 に気付いたよ うであ る。

ウ 秋 も深 まった時期の観察で、着 る服 の形や色 も夏 とは異な ってお り、季節 と服 とのかか

わ りや若 い年代 と大人、女性 と男性 での服 に対す る意識の違い、さ らに見た目だけでない

服の選択の し方の大切 さに気付 き、観察 を通 じて服 につ いての理解が深ま った。

工 発表方法にっいて は、今後、提示装 置の使用等の工夫が必要 である。

街頭ウォッチング

憐を歩く人の｠｠を 観粛して.服 について考えてみよう.

☆ 街を歩いている人の騒褻の傾向はどんなr_ろう.

☆ 観察して気になった入の離装を

矯いてみよう.

0気 になった殿装の人にインタビューしてみよう。1ソ
・3閃 叢鑓 ・・てr慨3ξ …
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2指 導事例2自 立 した食生活 と消費生活 にお ける購入の在 り方 を考える

(D題 材設定の理 由

「食 べる」 という行為 は、人 間にとって最 も基本的な行動の一つであ る。今 日、極 あて多

くの食品が市場 に出回 り、手軽 に購入で きる状況 にある。 また外食産業の発達 もめ ざま しく

家庭 にお ける食生活の在 り方 に大 きな影響を与えている。 ともすると、一時の空腹や嗜好を

満たすだけの食事にな りが ちな状況の中で、生徒一人一人が 自分 の食生活を見っ め、消費者

として食品や購入場所に関する知識や情報を活用 ・判断 し、 自己の必要 とする もの を選択す

る ことので きる能力を育成 することは、食生活の 自立 を図 る上 で極 めて重要で あると考え、

この題材を設定 した。

(2)学 習 目標

ア 現在の 自分の食生活を見直 し、改善 しよ うとす る意欲を引 き出す。

イ 消費者 として適切 に食品や購入場所 を選択で き、今後の食生活 に生かす ことがで きる。

ウ 食生活にお ける自立を図る。

(3)全 体計画8時 間

1把習l

i握内i

屡1各 自の食生活を見っめ、自立 した食生1舌とは何か考える.
1時 間

L餐 」目 「お腹がすいた・何を食べようか?」

圏

(ワ ー ク シー ト参 照)

・・ 「作 る」 「作 らな い」 「外食 」か らの選 択 を ス ター トに、 様 々

な食 生活 行 動 が あ る ことを理 解 す る。

「ク リーム シチ ュー ・ごは ん 」を 作 る こ とを提 案 す る。

卜 各班でどのような食品を選択 し、 どのよ うに作 るか検討す る。

班 ごとに選択 した店舗で食 品を購入 し、チ ェック表に従 い、店

舗の状況を調査 する。(店 内の様子を写 真撮影す る。)
・価格、鮮度、賞味期限、包装状態、品数 、店員 との会話状況

購入に要 した時間 等

1
i
調理方法 。手順 の検討
・各班で実習のポイ ン トについて調べ、ま とめ る。

」

調理実習(ク リーム シチュー ・ごはん)
・班毎に購入 した食材を用 いて作 る。
・実習終了後、一人 当た りの費用を計算 し、感想をま とめる。

i

班 ごとに選択 した店舗の特徴 、実習の結果 をまとあ、発表す る。

今後、どのよ うな食生活を送 って いきたいか、考えをま とめる。

2時 間

課

題

の

追

究

團

(課外活動)

1時 間

2時 間

2時 間

(本時)

※写真撮影はその店の了承を得て行う。
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(4)授 業の展開(2時 間)

区

分

導

入

10

展

開

40

展

開

35

ま

と

め

15

学 習 活 動

○本時の学習目標を知る。

○実習記録用紙を完成する。

○各班 ごとに選んだ食品 ・店舗

の特徴や分か った ことをま と

め、マ グネ ッ トシー トに記入

す る。

○店内の様子 の写真を模造紙 に

貼 る。

○ 各 班 ご とに調 査 結 果 を発 表 す

る。

・小 売 店

・ス ーパ ー マ ー ケ ッ ト

・コ ン ビニ エ ンス ス トア

・デパ ー ト

○他 の班の発表を聞 きなが ら、

要点を プ リン トに記入す る。

○各自がよく利用している店舗

の特徴を知る。

○今後の自分の食生活の在り方

について考える。

指 導 上 の 留 意 点 教材 ・教具

・前時の調理実習をもとに、本時

の作業及び実習記録用紙の書き

方等を説明する。

実習記録用紙

・マグネ ッ トシー トは異 なる色の

ものを各班 に渡す。

・発表す る際に、撮影 した店内の

写真が効果 的に活用で きるよ う

考え させ る。

(休 憩)

調査 チェ ック表

色別マ グネ ッ ト

シー ト

写真

模造紙

マ ジック

・マ グネ ッ トシー トに したが って ま とあ の プ リン

食品の購入 ・調理実習の際に気

付 いた ことを発表 させ る。

・質疑応答の時間を とる。

騒

ト

・現在の 自分の食生活及 び食事パ

ター ンを理解 させ る。

・これまでの授業 を振 り返 らせ な

が ら、将来の食生活 について考

え させ る。

ま とめのプ リン

ト

(5)評 価の観点

ア 食材の購入、実習、発表に対 し、主体的かっ意欲的に取 り組めたか。

イ 各店舗の特徴を理解で きたか。

ウ 現在の 自分の食生活 を見直 し、学んだ ことを今後の食生活 に生かそ うと しているか。
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(6>生 徒 の感想及び結果

ア 小売店 はその品物の専 門店であるため、新鮮 な ものがあ ると思 って選んだ。全部で4カ

所の小売店で購入 したので、時間がかか った。食 品を選 んだ りす る時 にお店の人 に相談で

きる点 やバ ラ売 りを して くれ る点な どが便利 であ ると思 った。

イ スーパーマーケ ッ トは、何で もそろ ってい ると思 い選んだ。品数が豊富で、特 売品や店

長のお薦め品 など目のひ く商品があ った。冷凍食品や調理済み食品 も多か った。

ウ コ ンビニエ ンスス トアは24時 間営業で便利であ り、身近 に感 じたので選んだ。そのま 噛

ます ぐ食べ られ る物 はた くさんあ るけれ ど、作 ろうと思 うと材料 はあま りないので難 しい

と感 じた。 また価格 は定価で、安売 りは していなか った。

エ デパー トで 、価格 の高 い輸入缶詰を買 ってみ た。高い缶詰だか らおい しいだ ろ うと思 っ

て いたが、手作 りが一番 おい しいと実感 した。今後 は値段 にか かわ らず、 自分が良 いと思

う食品を買いたいと思 う。

(7)考 察

ア 食生活 と消費生活の領域 を結 び、体験的な活動 を取 り入れ ることによ り、生徒 は興 味 ・

関心 を もって意欲 的に取 り組 む ことがで きた。

イ 決 め られた献立を基 に、各 自(各 班)が 使用す る食品や調理方法、購入場所を順に決定

してい くことがで きる ワークシー トを活用 したが、 これは生徒一人一人が学習課題を認識

す るのに効果的であ った。

ウ 研究発表時 にマ グネ ッ トシー トや写真を活用 してみた。マグネ ッ ト式 カー ドは各店舗の

特徴 を理解 させ るのに役立 ったが、写真の活用法 につ いては検討 の余地が十分 あ り、今後

模索 してい きたい。

★自立した食生活行重と酒賭生活におサる購入のあり方
一 お竃がずいた何を食べようか一 図
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工 研究発表 は、生徒は初 めてであ ったが、各班 ごとに工夫 して発表 していた。 このよ うな

授業 において、教師の意図す るところを反映 してい くためには、授業内における個別指導

が重要であ り、今後の指導 において も生か してい きたい と思 った。

3指 導事例3夫 婦別姓 一 ロールプ レイデ ィベー トを通 じて現代の家族を考え る 一

(1)題 材設定の理由

日本の家族はその形態 や機能が大 きく変化 している。生徒 は、現行民法の改正議論や性別

役割分業について情報 として受け止 めて はい るが、 自らかかわる問題 として とらえてい ると

はいい難 い。

そ こで、 「夫婦別姓論 」をテ ーマに、 ロールプ レイデ ィベー トを実施 してみる ことに した。

同姓支持派 と別姓支持派 のそれぞれの立場で ロールプ レイ ングしなが ら議論する ことによ り、

背後 にあ る 「イエ」意識 ・性別役割分業 ・男女共 同参画型社会等を理解す るとともに、多様

な家族の在 り方を尊重する態度を身に付 け、将 来、 自分 自身が直面する こととなる家族問題

に対 して、幅広 い観点か ら考え、判断 し、 自分 で意思決定す ることがで きるよ う、 この題材

を設定 した。

(2)学 習 目標

ア 家族の変遷 ・現行民法 の改正 など現代の家族 を取 り巻 く現状を理解す る。

イ グル ープ学 習を通 じて、情報 を収集 ・分析 し、客観的に判断す る力を育成 する。

ウ ロールプ レイデ ィベー トを通 じ、各 々の立場 を理解 し、 自ら価値判断す る力を育成する

エ デ ィベー トを通 じて、自己表現 力と主体 的に学 び論理的に考察す る力を育成す る。

(3)学 習方法

ア ロールプ レイデ ィベー ト

ロールプ レイ ングとデ ィベー トを組み合わせ、以下の ような学習方法を試みた。

① 同姓派 と別姓派の文献等か ら様 々な立場 の事例や主張を抜粋 し、生徒の人数分の役柄

を設定す る。

② 生徒 は設定された役柄を演 じなが ら(以 下 、 ロールプ レイ ングと表す)、 課題解決の

ために資料 ・情報を収集 し分析 する。

③ ロールプ レイ ングしなが ら、 グループの主張 とその理 由をまとめ る。

④ ロールプ レイ ングしなが ら、肯定側 と否 定側 に分かれてデ ィベー トを展開す る。

⑤ 傍聴者 である他の生徒達が どち らに説得 力があ ったかを判定す る。

イ 役柄の設定例

肯定派

含躍}欝 膿 額 欝 建盟藁繕 懲 溜 野事はすべて
C(男 性)… 妻の氏で婚姻届を出す。5年 間の通称使用によ り不快な体験数 しれず。

D(女 性)…10年 間通称使用後ペーパ ー離婚 し、現在、夫 と共 同生活中。

E(女 性)… 大学教授。研究論文 は旧姓の ままだが通称使用 が困難な事態にな った。
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否定派

F(女 性)… 事実婚を した女性の母親。娘に普通の結婚を望んで いる。

G(男 性)… 夫婦同姓推進派。 アメ リカ大統領選挙 と家族制度 の視点か ら主張す る。

H(男 性)… 与党国会議員。夫婦同姓推進派。

1(女 性)… 明治生まれ。嫁 ぎ先の家 に馴染み、嫁 として生 きるのは当然 と考え る。

J(女 性)…22歳 。結婚 して 「旧姓 ○○」 と書 くのが夢。

4

只
り

農
U

全体計画13ペ ー ジ参照

対 象1年3組43名(男 子23名 、女子20名)

授業 の展開(本 時2時 間)

区 学 習 活 動

分 ・
指導上の留意点 備 考

導 ○ ロールプ レイデ ィベー ト学習の

入 進 め方 を確認する。

卜 研究の成果 を、役柄を演 じなiワ ー クシー ト

がら討論することをmす る1

○ ・一ルプ レイデ ・ベー ト1回 戦 卜 時間を守 るよ うに留意する.

テーマ

「夫婦別姓 も選択できるべ し」

,① 自己紹介(役 柄の紹介 ・主張)1

1人1分

展 ②肯定派立論(代 表者)3分

・発表者以外 は、デ ィベ ー トを

傍聴 しなが ら、記録で きるよ'

うに留意す る。

1《 発表 者》

!役 柄 名の名札

ワー クシー ト

発表資料1

《司会者》

…
…

否定派立論(代 表者)3分}・ 発表者 には、 ロールプ レイ しiス トップウ ォッ
1
③作戦タイム3分1 なが らデ ィベ ー トさせ るよう チ

④自由討論12分 にす る。 進行表

開 ⑤作戦タイム3分 ・感情的な発言 にな らないよ う

⑥肯定派立最終答弁3分 に留意す る。 《傍聴者》

否定派立最終答弁3分 ワ ー ク シ ー ト

1⑦評価1分 ・判定表を記入 しなが ら、客観 プ リ ン ト

!
⑧審判(全 員で色用紙挙手)1分 的に審判す るよ うにさせ る。 色別判定用紙

・用紙 の色で簡単に判定 を下 す。

○ ワ ー クシ ー ト記 入

(休 憩)

○ ロールプ レイデ ィベー ト2回 戦

以下同様のため省略

ま ○ ワー クシー トに記入 し提 出す る。 。記入漏れの有無 を確認する。

と ○次回の内容を確認する。 ・次回の予告をす る。

1め
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ロー ルプ レイ デ ィベ ー ト

学
習
内
容

の
把
握

課
題
の
把
握

課

題

の

追

究

園

国

家族の在 り方の変遷 を理解す る。
・明治民 法(家 制度)～ 現行民法

1

塵 翫 都糠 総 なり・
・二 人で新本籍 を決め ることに気付 く

。
・夫婦別姓が選択で きないことを理解す る

。

ロー ル プ レイデ ィベ ー トの学 習 方 法 を理 解 す る。

・肯定派 と否定派の様 々な主張の資料 を
、一人一件

熟読す る。⇒各 自の役柄 とその立場 を理解す る。
・ロールプ レイディベー トの グループ学習の進 め方

発表方法を理解す る。

デ ィベ ー トの テ ーマ 「夫婦 別 姓 も選択 で き るべ し」

肯 定 派 ・否 定 派 の グル ー プ編 成 で 話 し合 う。

・ロ ー ル プ レイ しな が ら自己紹 介 し
、 意 見 交 換 す る

・デ ィベ ー トに向 けて の研 究 計画 を立 て る。

課題 について調べ、資料 ・情報を収集 し分析す る。

・各 自の立場 を主張す るたあに根拠 とな る事実を収
・夫婦別姓議論の背景や問題点を文献や新聞か ら探
・家族(親 ・祖父母等)に 意見を聞 く。

グル ー プで話 し合 う。

・立 論 、想 定 尋 問 、最 終 答弁 を検 討 す る。
⇒ 作 戦 ノー ト、 発表 資料 を 作成 す る。

ロール プ レイ デ ィベ ー トに参加 す る。

・発 表 者=ロ ー ル プ レイ しなが らデ ィベ ー トに 参加

・傍聴 者=各 立場 を理 解す る。 評 価 す る。

騰 藩 囎 繊 掛 家族l
I

評

価

発

展

・ビデ オ を視聴 し、 多様 な価 値 観 や 諸 外 国 の事 例 を理 解 す る。
・晩 婚 化 、 少 子 化、 ジ ェ ンダ ー フ リー 等 を理 解 す る。

デ ィベ ー トを 振 り返 りな が ら、 評 価 し、 肯 定 ・否 定 派

両 者 の立 場 か ら一 人 で デ ィベ ー トす る。 〔自 己決 定 〕

・自己評 価 す る。
・各 自が 、 自分 の主 張 を決 定 しま とめ る。

生徒達 の自己決定 の要 旨抜粋の プ リン トを読み、
「家族 とは何か」自分の考えを まとめる。

・クラス メー トの意見を理解 し
、 自己の決定 を再検討す る。

・自分 自身の将来を考えなが ら、 「結婚」 「家族」等の
テーマで小論文を書 く。
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1時 間
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与
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1時 間

1時 間



(7)評 価の観点

ア 役割 を演 じなが ら、その立場で、デ ィ

ベ ー トに積極的に参加で きたか。

イ 資料 を分析 した上で、意見を まとめ、

論理的 に発表す ることがで きたか。

ウ 他者 の立場を理 解す ることがで きたか。

工 課題 を通 して、現在の家族の在 り方 に

ついて多角的 に考え ることがで きたか。

オ 他者の考え方、価値観の相違を認 め合

った上で、意思決 定す ることがで きたか。

(8)生 徒の感想

ア 自分の意見 と違 う派 の役を演 じてみて、

些ガ'無 轄'踊 響獣欝懸鍮羅

・ ク 姥 甥 蝉 脚

嵐
跨

晶 藪

毛

乱

雛

獄

別

め

繍甲

㍗

密

委
当

良 か った と思 う。その役柄 にな って話 し合 うの は難 しか ったが、気持 ちを込 め役にな り

きって しまうと、お もしろ く分か りやすか った。他の役柄で もう一度や ってみ たい。

イ 簡単そ うに思 えたテーマ も実は奥が深 くて難 しいテーマだ った。"家 族""夫 婦"の 本

質 に迫 る問題にな った。将来の ことを真剣 に考え る機会 にな った。

ウ いろいろな考 え方が あるのを知 ってお もしろか った。 「わた しの考え はこっち」 と決 め

っけず に、相 手の意見 に耳を傾け ることが必要だ と思 った。話 し合 うことは大切だ と思 っ

た。 これを機 会に、 このテーマに関心が もてたので これか らも考えていきた い。同時 に、

もっと もっと自分 自身で考えていか なければな らない ことが分か った。

(9)考 察

ア 中学 までに ロールプ レイ ングやデ ィベ ー トを経験 した生徒 は数名であ り、学習方法 を理

解 させ るために、 ワー クシー トや資料 を工夫 した。段階を踏んで、繰 り返 し指導する こと

が必要であ ることが分か った。

イ 課題 について生徒が 自ら調べ、考 え、話 し合 う時間を重視 し、個人学習 とグループ活動

に十分 に時間を配 当 したつ もりだが 、予想以上 に時間を要 した。状況の把握、情報の収集、

分析、課題解決 の検討 、自己決定 に到 るまでの過程 は、十二分に時間配 当す る必要が ある

ことが分か った。

ウ 生徒の 自己評価 か ら、教師の予想以上 に楽 しみ なが ら意欲的 に学んだ ことが分か った。

自分の意見を前面 に主張す るのではな く、あ くまで役柄の立場で議論す るので、生徒間 に

感情的な しこりを残す こと もな く、 自由に意見交換がで きたようであ る。

工 個人学 習、 グループ学習、デ ィベー トを通 じて、課題 に対 して正 しい答えが一つある も

の との思い込 みを取 り除 き、考え方 や価値観に多様性がある ことを理解 させ る ことがで き

た。

オ 傍聴者がデ ィベー トに意欲的 に取 り組 あるかど うか心配 したが、 ワー クシー トには他 の

人の意見を メモす るだけでな く、 自分 自身の意 見の記入が随所 に見 られ、教師の杞憂 に終

わ った。 デ ィベー トを聞 くことによ り、共感す るということも学習で きた。
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4指 導事 例4地 球温暖化 について理解 し、ライフスタイルを見直す

(1)題 材設定の理 由

現在、地球温暖化問題 が21世 紀 に向けての大 きな課題 となっている。人間の活発な活動

によ り温暖化現象が急激 に進み、海水が膨張 した り、氷が溶 けて起 こる海面の上昇や多 くの

陸地の水没が予測 される。

また、オ ゾ ン層の破壊 をは じめ、異常気象によ る洪水や干 ばつの増加、農作物の不作 か ら

の食糧危機 など 日常生活 に大 きな影響を与え ると予想 されている。

これを防 ぐためには、私 たち一人一人が 日常 生活 の無駄 をな くし、二酸化炭素の排出を少

な くして い く必要があ る。一人の行動はささやかで も、皆 が気持 ちを合わせて実践 していけ

ば、環境を保持す る世の中をつ くりだす大 きな力になる。環境 に対 して責任ある消費行動 を

とり、真 に豊か なライフスタイルを確立す ることがで きるよ う、 この題材を設定 した。

(2)学 習 目標

ア 環境問題 に対す る理解 を深め、環境 に負荷 を与えてい る要素 について理解す る。

イ 地球環境保全 を視野に入れて消費行動 におけ る意思決 定がで き、実践 してい く態度を身

に付 ける。

ウ 環境問題 を 自分 自身の問題 として とらえ、判断 し、行動することの大切 さを理解す る。

工 環境家計簿 の記帳を通 して、日常生活の点検 ・見直 しを行い、今後の生活で実践で きる

態度 を養 う。

(3)全 体計画6時 間

圏

課

題

の

追

究

圖

1

「環境 にや さ しい暮 らしJと はどのよ うな ものか考える1
[

・家庭の電気 ・水道 ・ガ スの使用状況を調査す る

・日常生活での リサイ クル状況を調査する(ビ ン、カ ン

トレイ、牛乳パ ック等)

衣生活領域における環境に配慮 した事例をあげる

・環境 にや さ しい洗濯

。不要 にな った衣服のゆ くえ

地 球温暖化 につ いて理解 し、 ライフスタイルを見直す

・地球温暖化の原因を ビデオ視聴 により理解す る。
・環境家計簿 をっけ る。

環境家計簿を記入した結果をもとに、日常生活の

中で実践できることを探す

1時 間

(課外活動)

1時 間

2時 間

(本時)

(課外活動)

2時 間

・省エネルギー(ビ デオ視聴)

・ドイツ流生活 スタイルの紹介

・環境問題 に関す る川柳づ くり

・エ コたわ しの製作
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(4)対 象2年3組(女 子26名)

(5)授 業の展開(本 時2時 間)

区
学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 教材 ・教具

分

導 ○本時の学習目標を確認 1学 期の意識調査をふ りかえる

入 ○ 「環境 にや さ しい暮 らし」に
・6ヶ 月後の変化 の状況 を確認 1学 期に確認 し

15 っいて す る。 た ワ ー ク シー ト

○地球温暖化のビデオの視聴 ・地球温暖化の原因 ・現在の状 ビデオ

展 況について理解 させ る。

iO電 気検針票の読み方を理解す
1

・検針票に記入 されている事項 電気の検針票

!る 。 の読み方にっいて説明する

○世代による電気使用量の比較
・20代 、30代 、 高校 生 の い 各デー タ

開 をす る。 る家庭のデー タを用意 し、比

較 す る。

35 ○電気 メーターの調査によ り、
・読 み取れ る内容を確認す る。

使用状況を把握する。 ・待機電力 にっ いて知 らせ る。

(休 憩)

○環境家計簿のつけ方を理解す ・記入方法 につ いて理解 させる 環境家計簿

展 る 。
・他の人 との比較を し個人の 目

ア1週 間の 目標を考 える。 標 を決め る。

イ1日 の使用量 を確認す る。 ・3～4人 で1グ ル ープ と し、

ウ ニ酸化炭素の排出量の求あ 各 自が調べて きたデータを も

開 方 につ いて理解す る。 とに環境家計 簿をつ けさせ る。

エ1週 間分の使用量を もとに ・机 間巡視を行い、 グループ ご

4a 二酸化炭素排出量を計算す とに指導す る。

る 。

○ これか らの学習内容を知 り、 ・1週 間環境家計簿をっける こ

ま 継続して実践することの必要 とを課題とする

と
性を理解す る。

・記入 に慣れた ら1ヶ 月 ごとに

検針票で チェ ックす ること、

め 今週 の 目標を考える こと等、

日常の行動の中に取り入れて

10 いくことが大切なことを理解

させ る。

◎環境家計簿 電気 やガスなどのエネルギーや水 にっいて、限 られた資源を大切 に使 うた

めに、 目標を立てて実践 し、評価 し、改善 してい くための点検表 の こと。
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(6)評 価の観点

ア 環境 に負荷を与えてい る原因が理解で きたか。

イ 日常生活 にお ける二酸化炭素排出量 を確認で きたか。

ウ 環境家計簿の記入の仕方が理解で きたか。

工 環境問題 は、消費行動 と関連 していることを理解 し、エ コライフを実践で きる態度が身

に付 いたか。

(7)生 徒の感想

ア 普段、平気 で環境 を汚 しているけれ ど、 これ以上環境 を汚 さな いためには、私は もちろ

ん、みんなで協 力 して環境問題 について、取 り組んでいかなければいけない と思 う。

イ 生活の中で 「これ ぐらいいいや」 と思 う気持 ちでいたけれ どそれではいけない と思 った

工 本当に この ままの生活で は地球が汚染されて しまう。生活を ほんの少 し変え ることで地

球 はよ りきれ いになると思 うし、 自分 もこれか ら環境 を考えた生 活に変えたいと思 う。

オ ー人一人が環境問題 にかかわ っている。小 さな ことで もみんなで協力すれば何年か後に

は減 ると思 った。今 は便利 な時代だけれ ど、そのつけは将来必ず や って くる。

(8)考 察

ア 使用 した ビデオ は、市民生活 と地球温暖化 とい うテーマで、温暖化による影響や二酸化

炭素排 出量の原因を理解 させ、それ を防 ぐための行動を呼びかけ る内容の ものであ る。生

徒 の環境問題 に対す る興 味 ・関心 を引き出すのに効果があ った。

イ 生徒 は問題 意識 は もっているが、 自分を含 めて全体 と して意識が低い現状を知 り、反省

したようであ る。エ コライフについて関心 を高 める指導 が必要で あるということをあ らた

めて認識 した。

ウ ペ ッ トボ トルのよ うに生徒に とって身近 な品 目については、 リサイ クルを実行 しやす い

ことが分か った。

工 環境家計簿 に関 して は、 目標 を1週 間 ごとに設定 して記入 して いく方法を選んだ
。記帳

す ることが習慣 となれば、記入方法や問題への取 り組 み方等を改善 してい くことも可能 と

な る。環境家計簿の記帳を通 じて、生徒 は、便利 さのみ を追求す るので はな く、次 の世代

を考 えた生 き方をす ることの必要性 を理解 した と思 う。

オ 事前調査の メーターチェ ックは、各家庭での設 置場所が把握 で きなか った り、見 に くい

位 置にあった りして、毎 日確認す るためには問題 のあることが分 か った。

環 境 家 言十 簿

1電 気と水とガスの使用量を調べてみましょう。 [コ ・

今 週 気 を っ け る こ と 達 成 度 使用量 CO2排 出係数 CO2排 出量

月 日

曜日

①使っていない部屋の照明をこまめ1こ清ず。 ABC 叢 ㎞ xO .12 ㎏

②函みがきや入浴の時、水道を流しっぱなしにしていない。 BC 樋 m xO.16 ㎏

0 ABC ガス m xO .64 ㎏

③は各自で目標をっくる

達成度は該当するものを○で囲むA=よ くできたB=半 分できたC=努 力不足
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5指 導事例5人 間の暮 ら しと住環境 につ いて考える

(1}題 材設定の理 由

地域社会における人間関係の希薄 さが指摘 されてい る中で、豊かな人 間関係を築いてい く

には、 自分だけよければよい という生 き方で はな く、他者へ の思 いや りや、地域社会へのか

かわ りを中心 に住環境 について も考えてい く必要があ る。 暮 らしやすい環境 イ コール物質的

な便利 さと考えが ちな生徒に、真に豊かな暮 らしをす ることがで きる住環境 を選択で きる目

や、住環境を評価で きる力を養 い、 自分を含 めて その地域 に住んで いる人間が環境をっ くる

とい うことが認識で きるようにす るため、 この題材を設定 した。

(2)学 習目標

ア 住環境を左右す る条件を知 る。

イ 住んで いる人間がその地域の住環境をつ くりあげることを理解 し、 自分 もその一 員で あ

ることの自覚を もっ。

ウ 住環境を決定づ ける要因の中で 、重視 してい くものは何か考え、自分の価値観に従 って

選択で きる力を養 う。

(3>全 体計画7時 間

学

習

内

容

・

課

題

の

把

握

課

題

の

追

究

ま

と

め・

発

展

自分の住まいを見つめ ることよ り、豊かな住環境 を考え る。

・理想的な住 まいの条件(住 建築 と周辺環境)を 考 えて い くことによ り、

住環境を決定づける一般 的な要因を理解す る。

・学校周辺の住環境調査(フ ィール ドワー ク)の 目的、方法を理解す る。

1

住環境調査(フ ィール ドワーク)

・学校周辺を8ブ ロ ックに分 け、 グループ ごとに写真撮影を しなが らフィ

ール ドワークを行い、住環境調査をす る。

・写真を発表用 として模造紙 に貼 る。

1

住環境調査 に基づ き、 グループ発表をす る。

周辺住環境図を完成 し、 自分 の住んでみたい ところはど こか考 えてみ る。

住んでみたい場所の集計、提示

調査地域の住環境評価を行い、人間が暮らすたあに必要な環境にっいて考

え、真に豊かな住環境とは何か考える。

1

住環境とかかわる法的制限を理解する(建 築基準法など)。

2時 間

課外

活動

2時 間

本時

2時 間

1時 間
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(4)対 象2年5組40名(男 子19名 、女子21名)

(5)授 業 の展開(2時 間)

区

分
学 習 活 動 締 導 上 の 留 意 点

!

教材 ・教具

導

i

O本 時の学習目標を知る・ け 塒 の流れを糊 する・

○各班により作成された地図1・ あらか じめ各班で住環境調査に

(8)を 見て、本時の学 習iよ り作成 した地図を提 出させ、

8班 分の住環境

調査地図のプリ

ント

入 及び学校周辺の環境に興味を 印刷 して お く。

も つ 。 →配布 して確認 させる 写真を貼った模

10 ○黒板に各班で準備した写真を

貼った模造紙を掲示する。

・発表の仕方の要点 、メモの取 り

1方 をacす る.

造紙

マグネ ッ ト

○各班 の発表(1班5分 ×8)
i
・地図記号か らは読み とれない点

ワ ー ク シ ー ト

展 ○発表者は写真を用いながら発 (ワ ー ク シー トの表 の 項 目内容) (発表内容記入

表 す る。 ・人間の交流 の場 は? 用一覧表)

○発表を聞 きなが ら、 ワー クシ ・誰にで も優 しい街か

一 トの表の項 目に従 い
、地図 (バ リア フ リー)

開 記号からは読み取れない点の ・きれ いな街並みか?

メ モを 取 って い く。 ・採光 、 騒音

○地図上の評価ポイントとなる などにっいてをきちん と聞 ける

40 点を聞 くことによ り、住環境 ように、注意 を促す。

の意味を理解 す る。

(休 憩)

08ブ ロ ックの地図 を1枚 の地 ・次の作業を指示す る。 ワ ー ク シー ト

展 図 にまとめて記入 し、周辺住 8ブ ロ ックの地図 ・発表の内容 (発表内容記入

環境図を完成 させ る。 を1枚 の ワー ク シー トに ま とめ 用一覧表)

(発表内容 も含めて書 く) させ る。

○ ワ ー ク シー トの指 示 に従 い、 ・色分 けの仕方を説 明する。 ワ ー ク シ ー ト

開 地図を色分 け して い く。 (記入用地図)

○地図からは読み取れない周辺 ・色分 けをす るときに、決め られ

住環境の全体像を理解する。 た項 目以外 に、各 自で項 目と色 色鉛筆 、

35 を新 しく作 って もよい ことを指 カ ラ ーペ ン 等

示 す る。

○完成した住環境図を見て、各 ・全体を見て、 自分が住 まいを構 ワ ー ク シ ー ト

ま 自が評価 をす る。 えたい場所、住 むために困 ると (全部)

と (調査 した地域の中でどこに住 思われる場所を理由も併せて考

め んでみ たいか、 また、それ は え させ る。
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なぜ か考え る。)

15 ○次回の内容(詳 細な評価の実 ・次回 の学習の予告 をす る。

施)を 理解 し、興味を もっ。

(6)評 価の観点

ア 住環境調査の フィール ドワー クを 班提出用

グループで協力 して行え たか。

イ 分か りやす い発表 の準備を してい

たか。

ウ 調査 した資料を使い、住環境 図が

見やす く分か りやす く書 けたか。

工 住環境を人 とのかかわ りの中で評

価す る ことがで きたか。

(7)生 徒の感想

ア2年 近 くも通 ってい る場所 なの に、

改 めて調べてみ ると思いがけない も

のや お もしろいものが見つか って と

て も楽 しか った。 自分の家の近 くの

環境 はど うなのか とい うことも気 に

な った。

イ 皆んなよ く調べていた。急な坂道

に手す りがついているところがあ る

な ど・自分達欄 査 した以外 の地域5組 ら班 顧名 脱,腱 。噸_豊

の様子 もよ く分か った。

ウ 自分 はこの近 くに住 んでお り、今 まで不便な ところだ と思 って いたが、今 日の発表を聞

いて、結構 、住みやすい場所なんだ と思 った。

(8)考 察

ア 生徒 は、 グループによ る学校周辺の フィール ドワー クに意欲 的に取 り組んでいた。課外

とい うことで負担 もあ ったよ うだが、近 隣の人 々との触れ合いや、 日頃気 に も掛 けない事

柄 に も目を向けさせ ることがで き、良 い経験 とな ったよ うであ る。

イ 写真を発表に活用 したが、小 さいため見え に くく、写真活用の仕方 が今後の課 題であ る。

ウ 各班 ごとに発表内容 についてよ く準備 して いたので、聞 いてい る生徒 も街の様 子がよ く

分か った。

工 住環境地図作成作業 は個人作業 と したが、グループ ごとに周囲 と確 認させ なが ら作業 さ

せて も良か ったと思 う。

オ 住環境地図 を作成 させ ることによ り、住宅 の密集、道路 の状況や放置 自転車な どがバ リ

ァ フ リーの妨 げ とな ることに気付 いた生徒 もいた。住環境 の評価 は自分 自身 の便利 さのみ

で行 うのではな く、あ らゆる人の立場 を配慮 して評価す ることが必要であ ることを理解 し

た よ うだ。
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6指 導事例6住 まいと家庭生活 一 ライフスタイルの実現 を目指 して 一

(D題 材設定の理 由

家庭生活の場である住居 は、 これ までに長い歴史 と時代 の様相を反映 させっっ、家族 の生

活を支えて きた。そ して その ことは、今後 も変わることはないと考え られ る。む しろ、 ライ

フスタイルの多様化 は進み、住生活 に対す る人 々の関心 は一層高 まると思われる。

そ こで 、 「どのよ うな住 まいに、どのよ うに暮 らすのか」 ということをテーマに、一人で

暮 らす住居、家族で 暮 らすための住居につ いて、様 々な条件 について考え、必要な ものを選

択 し、表現す ることを通 して、個人の意思決定が住生活 ・家庭生活の在 り方に大 き く影響す

ることを理解 させるためにこの題材を設定 した。 また、 この過程の中で、個 々の価値観が社

会に与え る影響力の大 きさと、行動力の重要性 を認識 させたいと考えた。

(2)学 習 目標

ア ー人暮 らし及 び家族で生活す るための、住生活 におけ る必要条件を理解 する。

イ 住空間を設計す るための基本的知識 を身に付 ける。

ウ 家族の一人一人 の立場を尊重 し、高齢者や乳幼児 ・障害者を思いや る態度を身に付ける。

工 生活者 と して、住生活 ・住環境をよ りよ くしよ うとす る意識を もっ。

(3)全 体計画

團
課

題

の

追

究

と

ま

と

め

国

20時 間

住宅に関する基本事項を学習する。

・住宅の構造、平面図に用いられる表記記号 等

1
一 人で暮 らすための居室にっ いて考 え

、 どのよ うな生活条件を整えた

いかを選択 し、必要条件を決定す る。

1

家族で生活す るための住居 の必要条件 について学習す る。

。乳幼児 ・高齢者 ・障害者 に配慮 した住居→バ リアフ リー

1

各 自で、二～三世代が同居す る家族 を設定 し、その家族が居住 するた

めの一戸建住宅 の間取 りを考え、平面図の設計 をす る。

1

4時 間快適 な住 まい と環境の関係 について考え る。

2時 間

2時 間

(本時)

4時 間

8時 間

(4)対 象

2年F組40名(男 子21名 女子19名)
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(5)授 業の展開(2時 間)

区

分
学 習 活 動

1

指 導 上 の 留 意 点 教材 ・教具

導

入

15

○本時の学習内容を知る。

○居室構成の表記方法を理解す

る

'学 習内容を糊 する・i

展

開

35

○ 自分が一人暮 らしをす るため

に必要な居室構成 を決め る。

○居室 タイプの中か ら希望す る

間取図を選択す る。

○ 自室のデザイ ンをす る。

○ 間取図の ワーク シー トに家具

や電気製品を記入 し、収納 ス

ペ ースとフロアの利用 の仕方

を具体的に考え る。

・① ワ ンル ー ム ・IK 、②1DK・

2K、 ③2DK・2LDKの 中 か

ら1っ を選 ばせ る。

・間 取 図数 例 を用 いて 、表 記 記 号 を

説 明 す る。

・家 具 の 大 きさ は、 間取 図 ご とに適

宜 対 応 す る。

。机 間巡 視 を 行 い、 個 別 に 指導 す る。

プ リン ト

教材提示装置

ワー クシー ト

展

開

35

○完成した自室のデザインを発

表する。

○間取り以外に考慮しなければ

ならない住居選びの条件につ

いて考える。

○住宅情報誌に掲載されている

内容を理解 し、内容が十分か

どうかを検討する。

○実際に現地へ出かけ、物件を

調査しなければ把握できない

ことを挙げる。

・3～4人 に発表 させ る。

・住宅構造や設備 、築年数、交通の

便 、周辺環境等を気付かせ る。

・生徒の発言 を促す。

・具体例の紹介をす る。

ア ロフ トが あ り、天井が高 い。

イ1階 で、庭付 きであ る。

ウ 外観がモダ ンな形状で ある。等

教材提示装置

ワークシート

教材提示装置

ま

と

め

15

○各 自が 自分の住 まいにとって

欠かす ことがで きない と考え

る条件を決め、 ワー クシー ト

にまとめる。

○授業の感想 をまとめ、次時 の

学習 内容を把握す る。

・項 目ごとに条件 を選択 させ る。

・理 由を明確 にさせ る。

・作業 の進捗状況 を確認す る。

・生徒 の発表を促 す

・間取 図に関す る実 際の付帯 条件 を

示す。

・次時の学習 内容 を確認す る。

ワ ー ク シー ト
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(6)評 価 の観点

ア 記号 や用語を理解 して、作業をす ることがで きたか。

イ ー 人暮 らしの住生活 にっいて、具体的かっ主体的 に考えることがで きたか。

ウ 住 みたい と思 う住居 の条件 を、様 々な視点か ら判断 し、精選する ことがで きたか。

(7)生 徒 の感想

ア 自分が住みやすい部屋を探 しだすの は難 しい と思 った。部屋の広 さや配置の他に、条件

が い っぱいあり、それがすべて 自分 に合 うものはなかなかない ものだ と思 った。それで も

も し自分が ここに住んだ ら、 と考えてみ るのは とて も楽 しか った。

イ 間取 りを見た時、広 さと、南向 きとい う事だ けを考えて選択 したが、実 際の物件 はアパ

ー トで
、追 い焚 き機能 はついてお らず、 自分の条件 と合わな くてが っか りした。その うえ

家賃 も高 くて驚いた。 もし、本 当に家を探 す ときは、間取 りだけで決あず、 自分で家 を見

に行 き、中に入 ってみてか ら決 める ことが大切 だと思 う。

(8)考 察

ア 間取図 を選ばせるにあたり、賃料 は知 らせず 、居室構成 、広 さ、採光面 の方向を選択 の

基準 としたが、広い間取 りを選択 した生徒 は少 な く、一人暮 らしに必要なスペ ースにっい

て、機能性及 び家具 の配置を考慮 したうえで、想定がで きていたよ うであ った。

イ 生活条件の選択 について は、 これ までの生活体験や住環境 について日常 もって いる意識

が反映 されて いた。 そのため、各 自の意見に対 して同調す る意見がある一方で、反対意 見

も多 く、多面的な見方 による意 見を聞 くことによ って、各 自の視野が広が ったよ うだ。

ウ 選択す る→意見を聞 き、再考 する→意思決定す る、 とい う一連 の学習過程 は予想以上 に

時間を要 したが、それだけに迷 いが あった と考 え られ る。その過程 を重視す るという観 点

か らも、時 間に余裕 が必要であ ることが分か った。

工 賃 貸住宅情報誌 か ら、生徒の通学区域 にあ る物件を選 び、間取 図のみを抽 出 して作成 し

た ワー クシー トを基 に、一人暮 しの住空間をデザイ ンさせた。最後に、実際はどの ような

条件で貸 し出されてい るのか とい う情報を知 らせたところ、建築物の構造や工法 に注 目 し

た生徒 も多 く、前時の学習の成果 を確認す ることがで きた。

オ 今後 、家族生活を主体 に した住生活 についての学習 にな るが、個人の ライフス タイルや

生活上 の必要条件 を踏 まえた うえで 間取 りを作成す るためには、精選 した資料 を効果的に

提供 してい くことが 、重要な ポイ ン トであ ることが分か った。

(9)ワ ー クシー トの一部

1間 取 り以外 の条1'1を選択す る

①場所(4)
条41 必要 不4P; 必要 ・不要の理由

1榔 心 にi!い

2繁'声 街に近い

3i'要 幹線 道路に近 い

4大 型 スー パーマー ケ ッ トに近い

5コ ンヒニニLンスス トア に近 い

6小 売病がウち並さく充実した商店街に近い

7銀 で,・郵便局に近 い

8妓 寄駅 主で徒歩 で10分 以内であ る

9駅 周 …∫」に鮒輪場 がある

10公 衆竃 話や自動販ゲε機 があ る

11公 園 があ り 緑が 多い

iz人 きな川があ りIrが 広い

1:3
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V研 究 の ま と め と 今 後 の 課 題

本年度の教育研究員は、 「自己決定能力を高め・豊かな人間性を は ぐくむ家庭科の指導の

工夫」 とい う研究主題に基づ き、生徒が現在及び これか らの人生で遭遇す るで あろう様 々な

課題に対 して 、 自分で考え、判断 し、決定す ることがで きる資質や能力 を養 うとと もに・人

とのかかわ りの中で他者の立場を理解 し、他人を思いや る豊かな心を は ぐくむ指導 内容 ・方

法 について研究 した。

ライフコースにおけ る様 々な場面での自己決定能力を高め るには、生活の中か ら課題を発

見 し、 その問題 に主体的に取 り組み、考え、判 断 し、意思決定す る過程を繰 り返 し学 習す る

ことが重要であ る。そのためには、教師は必要な情報提供 と助言 を行い、 自主 的な学習活動

を確 保す ることにあると考 えた。また、豊かな人間性を は ぐくむためには・家庭や地域社会

な ど自分を取 り巻 く入 々や生活環境 とのかかわ りに気付かせ ることが必要であ る。 そ こで地

域 にお ける調査や体 験活動、発表な ど生徒が主体 となる活動 を中心 に授 業実践 した。

指導事例1で は、街頭 ウォッチ ングを通 して、服を着 ることの意味や衣服の もつ 自己表現

の役割を気付かせ、流行に振 り回されず、 自分 らしさを表現 す る衣服を選択で きる力の育成

を図 った。

指導事例2で は、食生活 と消費生活の領域を結 びつ け、消費者 として主体的に食生活を営

む ことので きる力の育成をね らい とした。指定 された献立を基 に、班 ごとに食品 ・調理法 ・

購入店舖等 を決定 し、 自分たちで材料を購入 し、調理実習 、発表を行 う学習 に生徒 は興味を

もって、意欲的に取 り組んだ。

指導事例3で は、夫婦別姓をテーマ とした ロールプ レイデ ィベー トを通 じて・その背景 に

あ る家族問題 について考えさせた。他者 の立場を理解 した うえで、 自己決定 してい くプ ロセ

スを体 験す ることによって 、多様な価値観 を尊重す る態度の育成にっながった。

指導 事例4で は、地球温暖化の原因 とな る二酸化炭素 を削減す るための生活 について・環

境家計簿の記 入を通 して考えさせ、個 々の ライフスタイルの見直 しを図 った。 この ことか ら、

問題意識を もって生活す る必要性を認識 させ ることがで きた。

指導事例5で は、学校周辺の住環境 につ いて グループで調査 し、住環境地 図を作成 してい

く中で 、豊かな住環境 について考 えさせた。住環境 は人間が造 るもので あり・ 自分 自身 も地

域の構成員で あるという自覚を もたせ ることがで きた。

指導事例6で は、一人暮 らしの生活空間や生活条件 を、各 自の ライ フスタイルに合 わせて

設定 させた。選択で きる条件 の数を制限す ることで、 自分で決定す ることの必要性 を認識 し

た と思われ る。

以上の事例 により、生徒一人一人が学習課題を 自分の もの と して理解 し、主体的な活動が

で きるよ う工夫す ることによ り、課題に対す る意識 を高 め、思考 し、 自分で判 断 し、決定 す

ることがで きる資質や能力を高め ることがで きたと思 われ る。 また、地域研究や ロールプ レ

ィ ング等 によ り、人や地域 とのかかわ りや他者 の立場 を尊重す ることの大切 さを理解 させ る

ことがで きた と思 う。研究主題が大 きく、十分に迫 ることがで きなか ったが、今後 は生徒の

卒業後の進 路決定 や、性的 自己決定等について も取 り上げ、研究 して い くことが必要 である。
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